
「 活動のき っ かけ」

「 やり がい」

　 私自身はね、 今の NT T が電電公社（ 日本電信電話公社） 時代に入社し て、 ずっ と コ ンピュ ータ ー

1 本で来た人間です。 55 歳で退職し てから 伊佐市に帰っ てき まし た。 私は 15 年前に帰っ てき て漁協

に入り まし た。 私達が子供の頃、 遊び場が無いから 川に行っ て魚を 獲る わけですよ 。 それを 手土産

に持っ て帰っ て母親に料理し ても ら っ たり 、 川にはし ょ っ ちゅ う 行っ ていまし たから 。

　 普通、 漁協と いっ たら 海や川で魚を 取っ て生業にする わけですよ 。 でも 、 川内川上流漁協と いう

のは、 魚を 取っ て生業にし ている 人は一人も いません。 皆さ んいろ いろ な仕事を さ れていたり 、 定

年退職さ れた方が現在 100 名ほど集まっ ている んです。 魚釣り が趣味な人や川を き れいにし よ う と

する志のある人たちが地域貢献と いう こ と でやっ ている人ばっ かり です。

　 漁協に限ら ず何でも そう だけど、 いろ んな人と 知り 合える。 そし て、 みんな魚獲り が好き と か、

川に行く のが趣味な人達です。 草刈り 作業は大変ですよ、 寒い時も 暑い時も ある。 でも 、 いやだっ

たこ と はない。 やっ ぱり 、 なにか楽し みがある。 それは、 何かと いっ たら 人と 人の付き 合いだと 思

います。 漁協でも 、 いろ んな職種や技術の経験のあるいい仲間が集まっ て、「 そう いう 釣り 方も ある

んだね」 と か「 人生経験の話」 など日々会う たびに勉強になるから 楽し いですね。

聞き手 川島学園　 れいめい高等学校

２ 年　 橋本　 漣

２ 年　 堂脇　 考祐

「 川内川の “ 湖産（ こ さ ん） 鮎 ”」

「 漁協の活動」

　 鮎は、 基本的にき れいな川である 程度の流れがないと 育ち ません。 川に生えている藻を 食べて大

き く なり ます。 スイ カ のよう な香り の魚で「 香魚」 と も 言われています

　 鮎は、 1 年で一生を 終える “年魚 ”です。 秋頃に川で孵化し て、 海で冬を 過ごし 、 春に川へ行き、

夏に川の上流で成長し て秋に川の中流で産卵し て一生を終える。

　 でも 川内川上流の鮎は、鶴田ダムがあるから 海へはいけないんですよ。こ う いっ た鮎は “湖産鮎 ”っ

ていいます。 秋に川内川で孵化し たら 、 鶴田ダムで冬を 過ごし 、 春になっ たら 川内川の支流へ行き 、

秋になっ たら 川内川に戻っ て産卵し て一生を 終える。

　 でも 、 こ こ 十数年で鮎が獲れなく なり まし た。 原因はいろ いろ あるけど、 カ ワウの被害は大き い。

十数年前から なぜかカ ワウがたく さ ん来て、 鮎だっ たり 、 鰻だっ たり を たく さ ん食べる 。 大き な鯉

を丸吞みし ている写真も 撮り まし た。

　 他にも 、 外来種の水草ホテイ アオイ が川の一面を 覆っ て何億円か掛けて撤去し たり 、 鶴田ダムで

たく さ ん発電が必要な時には放流を するんですが、 そう すると 水が減っ て鮎が上流へ行けなく なっ

たり 、 洪水や護岸工事と かいろ んな理由が重なり 鮎が獲れなく なり まし た。

　 漁協の活動はたく さ んあり ます。 放流活動、 河川清掃、 生物調査、 濁り 防止作業、 外来種駆除作

業など、 言い出し たら 切り があり ません。 簡単にいう と “川と 人が共存する活動 ”です。

　 昔の放流活動では、 自分達で稚鮎を 獲っ て放流し ていまし た。 捕獲のやり 方は漁協によっ て違い

があり ます。 私達のやり 方は、 イ カ ダを 出し て川に餌を 流し 、 網を 仕掛けます。 夜はイ カ ダにラ ン

プを 灯し 、 稚鮎がその光にたく さ ん寄っ てく る ので、 仕掛けた網を 一気に引き 揚げて捕獲する方法

も やり まし た。 1 日で 100㎏く ら い獲れた頃も あり ます。 獲れた稚鮎は川内川の支流ごと に分けて放

流し ていまし た。

　 し かし 今は、 稚鮎も 獲れないので、 天降川と か他所から 買っ てき て放流し ているのが現状です。
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